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「
故
郷
」
の
田
園
心
癒
や
す

文
ん
覇
武
蔵
野

２０２２年（令和４年）８月２３臼（火曜日）

五
木
寛
之
（
１
９
３
２
年
～
）

が
公
開
し
て
い
る
「
十
九
歳
の
日

記（一
九
五
二
年
こ
の
「
十
月
一

日
」
の
項
に
は
「バ
ス
で
新
井
薬
師

へ、
更
に
西
武
線
で
田
無
へ
」と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
ま
だ
大
学

生
だ
っ
た
五
木
は
、
池
袋
近
く
の

節
畳
ほ
ど
の
部
屋
に
１０
人
ほ
ど
で

住
み
込
ん
で
専
門
紙
の
配
達
を
し

て
い
ま
し
た
。
池
袋
駅
西
口
か
ら

出
て
い
る
バ
ス
に
乗
っ
て
新
井
薬

師
前
北
口
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら

西
武
新
宿
線
に
乗
り
換
え、
田
無

を
訪
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
記
は
「
穂
が
も
う
黄
金
色
の

波
を
打
っ
て
い
る
。
半
年
ぶ
り
で

眺
め
る
田
園
風
景
は
何
と
も
言
え

ず
胸
に
し
むｏ
子
供
達
の
神
鰍
が

あ
ぜ
道
を
行
く
」
と
続
き
ま
す
。

ｍ
月
１
日
の
田
無
と
言
え
ば
、
西

田
無
神
社
と
武
蔵
野
大
学
が
２
０
１

４
年
に
設
置
し
た
看
板
。
無
名
時
代

の
五
木
胸
之
や
村
上
龍
ら
と
田
無
神

社
の
ゆ
か
り
が
記
さ
れ
て
い
る

五木寛之

　

③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

じ
よ
う

東
京
市
住
吉
町
に
鎮
座
す
る
尉

跳
神
社
（
田
無
神
社
の
兼
務
社）

の
例
大
祭
で
す
。

　

な
に

　

け
何
気
な
い
記
述
で
す
が
、
前
日

の
９
月
３０
日
の
日
記
に
は
、
金
策

に
明
け
暮
れ
る
様
子
が
赤
裸
々
に

綴
ら
れ
て
い
ま
す
ｏ
所
持
金
が
一

円
も
な
く
な
り
、
ま
た
売
血
か
と

悩
む
も
の
の
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
時

間
が
１
時
間
増
え
ま
す
。
臨
時
収

入
が
入
り
、
そ
の
日
は
「
僕
の
誕

生
日
」
で
「
ハ
タ
チ
」
に
な
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
と
こ
ろ
で
鏡

が
お
か
れ
ま
す
。

感
傷
を
抑
え
た
書
き
方
で
す

が
、
２０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
翌

日
、
郷
愁
に
誘
わ
れ
「
半
年
ぶ
り
」

に
「
田
園
風
景
」
に
触
れ
た
く
な

り
、
田
無
に
足
を
運
ん
だ
よ
う
で

す
。
誕
生
日
の
翌
日
に
は
例
大
祭

　　　　　　　　　　　

お・は

が
あ
る
こ
と
を
憶
え
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
「
子
供
達
の
神

輿
」
を
目
に
し
て
、
そ
の
日
暮
ら

し
で
熟
ん
だ
心
も
和
ん
だ
こ
と
で
ー

し
よ
う
。
バ
ス
代
と
電
車
賃
さ
え

　

－

惜
し
い
は
ず
な
の
に
再
訪
し
た
の

が
田
無
で
し
た
。
田
無
は
、
五
木

寛
之
に
と
っ
て
上
京
直
後
の
彼
を

も
言
う
べ
き
武
蔵
野
で
し
た
。

（
敬
称
略
。
武
蔵
野
大
教
授
、
む

さ
し
野
文
学
館
館
長
・
土
屋
忍
）
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さ （
－嗣慶園園鴎園－－－－－－ し

（岩
波
桝
店）
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は

語

　　

ス Ｎご」にも、 「人は無意識に書きたくな
いことは書かず、語りたくないことは語らない存
在」であり、 「行間に注意ぶかく伏せられたもの
を読むことも、 また読者の特権」だと記されてい
ます。様式化された創作とも言う．べき小説家の「日
記」の中に真実を探ってみませんか？

巨ｉ２４日 （ｚ火曜日）
７月２７日＜先・負＞
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き
か

　

、
も

が
書
り
と

え
は
あ
こ

ま
と
で
む

「
こ
」
読

い
在
を


